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明治期イギリス人の神道論に関する一考察

明
治
期
イ
ギ
リ
ス
人
の
神
道
論
に
関
す
る
一
考
察

―
Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ス
ト
ン
『
神
道
』
に
つ
い
て

―  

佐　

藤　

一　

伯　
　

は
じ
め
に

　

イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
で
あ
り
日
本
学
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ス
ト
ン
（
一
八
四
一
〜
一
九
一
一
）
は
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ

ト
ウ
、
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
と
も
に
、
明
治
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
人
三
大
日
本
学
者
に
挙
げ
ら
れ
る
。
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

で
生
ま
れ
、
ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
卒
業
後
に
日
本
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
の
日
本
語
見
習
通
訳
、
の
ち
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
の
日
本
語
書
記
官
と

な
り
、
こ
の
間
に
朝
鮮
の
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
も
勤
め
た
。
編
著
書
・
訳
書
に
『
日
本
語
口
語
小
文
典
』（
一
八
六
九
年
）、『
日
本
語
文
語

文
典
』（
一
八
七
二
年
）、『
日
本
紀
』（
一
八
九
六
年
）、『
英
文
日
本
文
学
史
』（
一
八
九
九
年
）、『
神
道
』（
一
九
〇
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

ア
ス
ト
ン
の
生
涯
と
業
績
に
関
す
る
伝
記
的
研
究
に
、
楠
家
重
敏
氏
の
労
作
『
Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ス
ト
ン

―
日
本
と
朝
鮮
を
結
ぶ
学
者
外

交
官
』（
雄
松
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
ア
ス
ト
ン
は
一
八
六
四
年
（
元
治
元
）
十
一
月
の
初
来
日
以
来
、

イ
ギ
リ
ス
外
交
官
と
し
て
活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
に
設
立
さ
れ
た
日
本
ア
ジ
ア
協
会
を
舞
台
に
サ
ト
ウ
、
チ
ェ
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明治期イギリス人の神道論に関する一考察

ン
バ
レ
ン
ら
と
日
本
研
究
に
努
め
、
日
本
学
者
と
し
て
大
き
な
業
績
を
残
し
た
。
そ
の
研
究
は
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
の
外
交
官

退
職
と
最
終
離
日
を
境
に
前
後
二
期
に
大
別
さ
れ
、
前
期
の
特
徴
は
『
日
本
語
口
語
文
典
』『
日
本
語
文
語
文
典
』
の
二
つ
を
中
心
に
し

た
日
本
語
研
究
、
日
本
ア
ジ
ア
協
会
で
の
日
本
文
化
研
究
に
あ
り
、
後
期
に
は
『
英
訳
日
本
紀
』、『
英
文
日
本
文
学
史
』、『
神
道
』
な
ど

の
大
作
が
著
さ
れ
、
母
国
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
円
熟
し
た
日
本
研
究
が
営
ま
れ
た
。

　

楠
家
氏
の
伝
記
は
前
期
を
扱
っ
た
も
の
だ
が
、特
に
日
本
語
研
究
へ
の
日
本
人
の
理
解
（
評
価
）
の
く
だ
り
（
第
五
章
）
は
興
味
深
い
。

山
田
孝
雄
『
国
語
学
史
要
』（
昭
和
十
年
）
に
顕
著
な
よ
う
に
、
外
国
人
の
日
本
語
研
究
の
成
果
は
軽
視
な
い
し
は
無
視
さ
れ
る
傾
向
が

あ
る
の
に
対
し
、
ア
ス
ト
ン
の
同
時
代
、
国
学
者
の
堀
秀
成
は
『
語
格
全
図
略
解
』（
明
治
二
十
二
年
）
の
総
論
に
お
い
て
、「
英
人
サ
ト

ウ
氏
ア
ス
ト
ン
氏
の
如
き
は
本
邦
語
学
を
究
め
然
も
其
学
の
密
に
し
て
且
精
な
る
普
通
本
邦
語
学
家
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
。」
と
評
し
て

い
た
。
ま
た
大
槻
文
彦
は
『
広
日
本
文
典
』（
明
治
三
十
年
）
で
、
ア
ス
ト
ン
の
『
日
本
語
文
語
文
典
』
の
四
段
古
形
説
を
採
用
し
て
い

る
部
分
が
あ
っ
た
と
い
う）

1
（

。

　

で
は
、
ア
ス
ト
ン
の
神
道
研
究
は
国
内
外
で
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
の
か
、
こ
れ
が
本
稿
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
一
端
に

つ
い
て
は
拙
稿
「
新
渡
戸
稲
造
に
お
け
る
維
新
と
伝
統
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
四
五
、
平
成
二
十
年
）、「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
神
道

観
に
関
す
る
一
考
察
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
四
八
、
平
成
二
十
三
年
）、「
ア
メ
リ
カ
の
神
道
観
に
関
す
る
一
考
察
」（『
國

學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
六
、
平
成
二
十
四
年
）
な
ど
に
触
れ
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
特
に
、ア
ス
ト
ン
の
『
神
道
』（
及
び
訳
書）

2
（

）
の
紹
介
と
と
も
に
、内
容
的
な
特
色
に
つ
い
て
若
干
の
確
認
を
し
た
い
と
思
う
。
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明治期イギリス人の神道論に関する一考察

一
、
加
藤
玄
智
編
『
欧
文
神
道
書
籍
目
録
』

　

加
藤
玄
智
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和　

神
道
書
籍
目
録
』（
明
治
神
宮
社
務
所
、
昭
和
二
十
八
年
）
に
は
、
拙
著
『
明
治
聖
徳
論
の
研

究

―
明
治
神
宮
の
神
学
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
二
年
）
に
お
い
て
、
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
に
関
す
る
書
籍
の
調
査
に
取
り

組
む
際
、
多
大
な
示
唆
と
恩
恵
を
受
け
た
。
研
究
当
時
は
大
学
図
書
館
の
参
考
閲
覧
室
等
で
手
軽
に
利
用
で
き
た
が
、
帰
郷
に
よ
り
環
境

が
変
わ
り
、
今
後
の
勉
強
の
必
要
か
ら
手
元
に
備
え
た
い
と
平
成
二
十
四
年
春
に
古
書
店
よ
り
一
冊
を
購
入
し
た
。
幸
い
保
存
状
態
が
良

好
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
発
行
当
時
の
推
薦
文
（
柳
田
國
男
「
推
称
の
辞
」、
河
野
省
三
「
感
激
の
推
薦
」、
長
井
眞
琴
「
関
係
者
の

一
人
と
し
て
」）
を
収
め
た
印
刷
物
（
三
つ
折
り
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
が
挿
ま
っ
て
い
た）

3
（

。
本
稿
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
も
貴
重
な
資
料
と

思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
順
次
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
、
柳
田
國
男
は
「
推
称
の
辞
」
に
お
い
て
、「
と
に
か
く
、
画
期
的
文
献
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
ひ
な
い
。
直
接
本
書
に
触
れ
て

頂
け
ば
判
る
こ
と
と
思
ふ
が
、
こ
の
様
な
大
部
に
し
て
、
し
か
も
粒
々
辛
苦
の
果
に
成
つ
た
貴
重
な
学
的
事
業
が
、
は
た
し
て
今
後
幾
年

さ
き
に
、
再
び
企
て
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ら
う
か
。」
と
称
賛
、「
国
の
命
脈
と
も
言
ふ
べ
き
広
い
意
味
で
の
神
道
が
、
時
代
と
動
き
を
共
に

す
る
と
は
い
へ
、
そ
の
本
質
ま
で
が
い
は
れ
な
く
し
て
左
右
さ
れ
る
も
の
と
は
ど
う
し
て
も
思
へ
な
い
。
よ
り
立
派
な
御
国
と
成
す
た
め

に
も
、
是
非
若
い
人
々
が
、
遠
い
御
先
祖
よ
り
代
々
受
け
継
ぎ
護
り
育
て
て
き
た
斯
の
道
に
踏
み
入
ら
ん
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。」

と
神
道
の
研
究
を
提
唱
し
、「
本
書
の
寄
与
す
る
も
の
は
洵
に
大
き
く
、
占
む
る
位
置
も
亦
大
で
あ
る
。
…
…
特
に
若
い
人
々
を
も
含
め

て
大
方
篤
学
の
皆
さ
ん
に
敢
て
本
書
を
推
す
次
第
で
あ
る
。」
と
、
若
者
（
と
く
に
高
校
生
）
に
も
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
述
べ

て
い
る
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
柳
田
國
男
に
次
い
で
、
河
野
省
三
「
感
激
の
推
薦
」
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
後
半
部
分
を
紹
介
し
た
い
。
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明
治
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
年
に
か
け
て
の
日
本
は
、
神
道
思
想
に
と
つ
て
も
、
固
有
文
化
に
と
つ
て
も
、
起
伏
多
く
意
義
深
い

時
代
で
あ
つ
て
、
此
の
間
に
於
け
る
神
道
関
係
の
著
述
は
、
刊
本
、
写
本
共
に
意
外
に
多
い
。
而
し
て
明
治
前
期
に
於
け
る
種
々
の

著
書
に
は
、
当
時
に
於
け
る
日
本
社
会
の
側
面
を
明
ら
か
に
し
、
将
来
に
於
け
る
神
社
神
道
の
在
り
方
を
考
へ
る
よ
り
も
少
な
か
ら

ぬ
重
要
性
を
有
し
て
ゐ
る
。
而
も
そ
の
調
査
や
研
究
に
は
可
な
り
の
不
便
が
伏
在
し
て
ゐ
る
。
本
書
が
そ
れ
ら
に
対
し
て
寄
与
す
る

功
績
は
案
外
に
多
い
こ
と
を
期
待
す
る
に
十
分
で
あ
る
。

　
　

 　

自
主
性
と
特
殊
性
と
に
も
重
点
を
置
く
べ
き
、
今
後
の
内
外
学
徒
の
日
本
文
化
研
究
に
と
つ
て
、
全
く
感
謝
に
堪
へ
な
い
読
書
界
、

出
版
界
の
福
音
で
あ
る
。
私
は
本
書
を
弘
く
各
方
面
の
知
識
人
、
文
化
機
関
に
お
勧
め
す
る
。

　

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
本
書
籍
目
録
出
版
に
至
る
経
緯
を
紹
介
し
て
お
り
、
河
野
氏
の
推
薦
文
の
前
半
部
分
と
重
な
る
内
容
な
の

で
、
参
考
ま
で
に
掲
げ
た
い
と
思
う
。

　
　

 　

曩
に
明
治
聖
徳
記
念
学
会
が
加
藤
玄
智
博
士
を
中
心
に
多
年
辛
苦
の
結
果
「
神
道
書
籍
目
録
」
壱
巻
を
上
梓
頒
布
致
し
ま
し
た
。

内
容
は
上
古
以
降
明
治
以
前
に
亘
る
神
道
関
係
の
文
献
一
切
を
細
大
漏
ら
さ
ず
収
録
し
た
も
の
で
、
特
に
宗
教
歴
史
学
会
に
裨
益
す

る
所
甚
大
な
り
と
し
て
江
湖
に
歓
迎
さ
れ
忽
ち
版
を
重
ね
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
爾
来
、
明
治
初
年
よ
り
現
代
に
至
る
続
編
の
要
望

随
所
に
起
り
、
同
学
会
は
之
に
応
え
相
次
い
で
鋭
意
編
纂
に
従
事
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
回
そ
の
刊
行
事
業
の
一
切
を
当
明
治
神

宮
に
於
て
継
続
施
行
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
書
の
意
義
深
厚
遠
大
な
る
に
思
ひ
を
馳
せ
つ
つ
傾
倒
努
力
し
て
漸
く
体
裁
を
整

へ
る
に
到
り
ま
し
た
。
必
ず
や
同
学
篤
志
の
方
々
の
要
望
に
叶
ふ
も
の
と
確
信
し
て
居
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
机
辺
の
好
伴
侶
と
し

て
是
非
壱
本
お
備
へ
の
程
、
以
上
刊
行
経
過
の
一
端
を
紹
介
旁
々
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
長
井
眞
琴
の
推
薦
文
「
関
係
者
の
一
人
と
し
て
」
の
後
半
部
分
を
紹
介
す
る
。

　
　

 　

や
や
も
し
て
、
神
道
を
極
限
し
て
解
釈
し
勝
ち
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
狭
い
も
の
で
は
な
く
、
正
に
神
な
が
ら
お
の
づ
か
ら
に
生
れ

120
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出
た
国
の
宗
教
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
本
書
も
そ
の
様
な
態
度
で
接
し
て
頂
き
度
い
し
、
専
門
外
の
一
般
の
人
々

に
も
広
く
活
用
し
て
頂
き
度
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
直
接
関
係
し
た
私
か
ら
申
す
の
も
何
ん
だ
が
、
近
来
の
貴
重
な
画
期
的
刊
行
物
と

し
て
極
力
推
奨
致
す
次
第
で
あ
る
。

　

以
上
、
民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
、
神
道
学
者
の
河
野
省
三
、
仏
教
学
者
の
長
井
眞
琴
に
よ
る
推
薦
文
の
一
部
を
紹
介
し
て
き
た
。
こ
の

出
版
物
へ
の
称
賛
と
神
道
・
日
本
文
化
研
究
の
発
展
へ
の
期
待
の
大
き
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

と
こ
ろ
で
昭
和
二
十
八
年
に
は
加
藤
玄
智
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和　

神
道
書
籍
目
録
』
と
同
時
に
、
欧
文
書
籍
の
目
録 A

 

bibliography of Shinto in W
estern languages, from

 the oldest tim
es till 1952 

（com
piled by Genchi K

ato, K
arl Reitz 

and W
ilhelm

 Schiff er, T
okyo, M

eiji Jingu Sham
usho, 1953

） 

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
欧
文
書
籍
目
録
の
編
集
に
つ
い
て
、

林
博
太
郎
（
財
団
法
人
明
治
聖
徳
記
念
学
会
会
長
）
は
昭
和
十
九
年
六
月
に
著
し
た
『
明
治
・
大
正
・
昭
和　

神
道
書
籍
目
録
』
の
序
文

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　

尚
又
爰
に
特
筆
し
て
其
学
労
を
犒
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
若
き
独
逸
国
の
学
者
カ
ル
・
ラ
イ
ツ K

arl Reitz 

君
で
あ
る
。
同

君
は
加
特
力
教
僧
で
あ
る
と
同
時
に
熱
心
な
る
神
道
研
究
家
で
あ
つ
て
、
夙
に
本
会
々
員
の
列
に
加
は
は
れ
、
本
書
籍
目
録
の
編
纂

に
際
し
て
は
欧
語
で
書
か
れ
た
内
外
人
の
神
道
書
籍
目
録
を
、
古
代
よ
り
皇
紀
二
千
六
百
（
西
暦
一
九
四
〇
）
年
記
念
の
年
、
即
ち

昭
和
十
五
年
に
亙
つ
て
隈
な
く
探
索
し
て
本
書
の
附
篇
と
せ
ら
れ
た
事
で
あ
る
。
本
書
の
姉
妹
篇
の
前
書
た
る
神
道
書
籍
目
録
（
明

治
元
年
迄
の
も
の
）
に
は
追
つ
て
此
事
あ
る
を
予
想
し
て
欧
文
で
出
さ
れ
た
神
道
書
籍
目
録
を
附
す
る
こ
と
は
一
切
中
止
し
て
其
後

篇
た
る
本
書
の
刊
行
迄
延
期
し
て
お
い
た
の
を
一
切
網
羅
し
て
掲
出
し
今
日
迄
絶
無
僅
有
の
欧
文
目
録
の
出
来
た
と
い
ふ
の
は
そ
の

一
小
部
分
は
会
員
安
津
素
彦
氏
の
外
助
も
あ
つ
た
が
、
主
と
し
て
カ
ル
・
ラ
イ
ツ
君
の
独
力
に
成
る
学
労
の
花
実
で
あ
る
。
故
に
此

事
を
茲
に
特
記
し
て
同
君
に
心
か
ら
な
る
謝
意
を
表
す
る）

4
（

。 
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同
じ
く
昭
和
二
十
八
年
九
月
に
加
藤
玄
智
が
著
し
た
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。

　
　

 　

更
に
私
は
、
欧
米
各
国
に
於
て
、
英
独
仏
露
伊
等
の
語
を
以
て
発
表
さ
れ
た
、
古
今
の
欧
語
神
道
文
献
の
書
籍
目
録
の
編
集
を
も

思
ひ
立
ち
、
カ
ル
・
ラ
イ
ツ
博
士
を
主
任
と
し
、
昭
和
十
五
年
（
西
暦
一
九
四
〇
年
）
迄
の
も
の
を
同
研
究
所
に
於
て
編
集
済
で
あ

つ
た
が
、
今
回
更
に
、
上
智
大
学
教
授
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
フ
ァ
ー
博
士
が
専
任
増
補
さ
れ
た
、
そ
れ
以
後
、
昭
和
二
十
七
年
（
西

暦
一
九
五
二
年
）
迄
の
も
の
を
追
加
し
、「
明
治
・
大
正
・
昭
和
神
道
書
籍
目
録
」
同
様
、
近
く
神
宮
に
於
て
公
刊
さ
れ
る
こ
と
に

な
つ
て
お
る
。
茲
に
ラ
イ
ツ
、
シ
フ
ァ
ー
両
博
士
に
対
し
、
満
腔
の
謝
意
を
表
す
る）

5
（

。 

　

林
、
加
藤
両
氏
の
序
文
か
ら
、『
欧
文
神
道
書
籍
目
録
』
は
明
治
聖
徳
記
念
学
会
に
お
け
る
『
神
道
書
籍
目
録
』、『
明
治
・
大
正
・
昭

和　

神
道
書
籍
目
録
』
の
編
纂
事
業
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
欧
文
目
録
の
表
紙
の
デ
ザ
イ

ン
は
日
本
画
家
の
遠
藤
教
三
が
手
が
け
て
い
る
。

二
、
ア
ス
ト
ン
『
神
道
』
と
補
永
茂
助
・
芝
野
六
助
訳
『
日
本
神
道
論
』

　

Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ス
ト
ン
の
神
道
研
究
の
代
表
作
『
神
道
』（
一
九
〇
五
年
）
に
つ
い
て
、
加
藤
玄
智
ら
が
編
ん
だ
欧
文
神
道
書
籍
目
録
に
は
、

「Shinto, or the W
ay of the Gods. London, 1905.

」
と
掲
載
し
て
い
る）

6
（

。
架
蔵
本
（Shinto 

（the W
ay of the G

ods

）, by W
.G. 

A
ston, London; Longm

ans, Green, and Co., 1905.

）
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

T
able of Contents

　
　

Ⅰ

．M
aterials for the Study of Shinto

　
　

Ⅱ

．General Features

―Personifi cation
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Ⅲ

．General Features

―D
eifi cation of M

en
　
　

Ⅳ
．General Features

―Functions of Gods, etc.

　
　

Ⅴ
．M

yth

　
　

Ⅵ

．T
he M

ythical N
arrative

　
　

Ⅶ

．T
he Pantheon

―N
ature-D

eities

　
　

Ⅷ

．T
he Pantheon

―M
an-D

eities.

　
　

Ⅸ

．T
he Priesthood

　
　

Ⅹ

．W
orship

　
　

Ⅺ

．M
orals, Law

, and Purity

　
　

Ⅻ

．Cerem
onial

　
　

ⅩⅢ

．M
agic, D

ivination, Inspiration

　
　

ⅩⅣ

．D
ecay of Shinto. M

odern Sects

　

Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ス
ト
ン
『
神
道
』（
一
九
〇
五
年
）
の
日
本
語
訳
に
は
、
補
永
茂
助
・
芝
野
六
助
訳
『
日
本
神
道
論
』（
明
治
書
院
、
大
正

十
一
年
）
と
、安
田
一
郎
訳
『
神
道
』（
青
土
社
、昭
和
六
十
三
年
）
が
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
大
正
十
一
年
発
行
の
『
日
本
神
道
論
』

を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

同
書
は
上
製
本
・
四
六
判
・
本
文
四
五
四
頁
で
、
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
〔
図
版
〕
ア
ス
ト
ン
博
士
肖
像
、
原
著
者
か
ら
の
手
紙
、
翻
訳
神
道
に
対
す
る
原
著
者
の
序
文

　
　

凡
例

123
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序
言

　
　

著
者
略
伝

　
　

序　

文

　
　

第
一
章　

神
道
の
研
究
に
必
要
な
材
料

　
　

第
二
章　

総
論

―
擬
人
法

　
　

第
三
章　

総
論

―
人
を
神
に
す
る
こ
と

　
　

第
四
章　

総
論

―
神
の
職
分

　
　

第
五
章　

神
話

　
　

第
六
章　

日
本
の
神
話

　
　

第
七
章　

多
神
論

―
自
然
神

　
　

第
八
章　

多
神
論

―
人
間
神

　
　

第
九
章　

祭
官

　
　

第
十
章　

崇
拝

　
　

第
十
一
章　

道
徳
、
法
律
及
び
潔
斎

　
　

第
十
二
章　

儀
式

　
　

第
十
三
章　

禁
厭
・
卜
占
・
霊
感

　
　

第
十
四
章　

神
道
の
衰
頽
、
近
世
の
諸
流
派

　

巻
頭
に
は
ア
ス
ト
ン
の
肖
像
の
図
版
、
訳
者
の
一
人
・
芝
野
六
助
宛
の
手
紙
（
一
九
〇
八
年
六
月
二
十
六
日
）
の
図
版
と
訳
文
、
翻
訳
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神
道
に
ア
ス
ト
ン
が
寄
せ
た
序
文
（
一
九
〇
九
年
二
月
一
日
）
の
図
版
と
訳
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
芝
野
宛
「
原
著
者
か
ら
の
手
紙
」

で
ア
ス
ト
ン
は
、「
私
は
此
の
翻
訳
が
あ
な
た
に
取
つ
て
甚
だ
有
利
な
御
企
と
は
考
へ
ま
せ
ぬ
。
随
つ
て
あ
な
た
に
対
し
、
何
等
煩
し
い

条
件
を
設
け
る
こ
と
は
欲
し
ま
せ
ぬ
。
も
し
あ
な
た
が
適
当
だ
と
思
召
す
な
ら
ば
御
随
意
に
翻
訳
を
出
版
せ
ら
れ
て
よ
ろ
し
う
御
座
い
ま

す
。」
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
「
翻
訳
神
道
に
対
す
る
原
著
者
の
序
文
」
で
は
、「
此
の
機
会
に
於
て
、
余
は
大
学
者
本
居
平
田
に
対
し
て

熱
烈
な
讃
辞
と
謝
意
と
を
表
し
た
い
。
彼
等
の
最
も
該
博
な
研
究
の
援
助
が
無
か
つ
た
な
ら
ば
、
余
の
「
神
道
」
が
、
尚
更
不
完
全
な
も

の
と
成
り
了
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
本
居
宣
長
、
平
田
篤
胤
の
国
学
研
究
に
多
大
な
敬
意
を
払
っ
て
い
た

こ
と
は
特
筆
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
『
日
本
神
道
論
』
の
大
正
十
一
年
二
月
十
一
日
付
「
訳
者
の
序
」（
序
言
）
は
、「
此
の
「
神
道
論
」
は
西
欧
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
我
が

学
者
の
間
に
於
て
も
既
に
ク
ラ
シ
ツ
ク
に
な
つ
て
ゐ
る
。」
と
し
て
、
そ
の
特
色
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　

氏
の
神
道
に
関
す
る
見
解
は
、
決
し
て
我
等
日
本
人
が
考
へ
る
や
う
な
偏
狭
な
も
の
で
は
な
い
。
氏
の
「
神
道
論
」
は
一
種
の
日

本
民
族
思
想
論
と
も
信
仰
論
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
即
ち
此
の
書
は
、
日
本
人
の
言
語
、
文
学
、
思
想
、
信
仰
、
風
俗
、
習

慣
等
あ
ら
ゆ
る
方
面
を
ば
内
的
に
も
外
的
に
も
研
究
し
た
結
晶
で
あ
る
。
随
つ
て
此
の
書
は
現
代
日
本
人
の
内
面
的
生
活
に
対
つ
て

サ
イ
ド
ラ
イ
ト
を
投
げ
与
へ
た
も
の
が
少
く
な
い
。
さ
う
し
て
、
こ
の
科
学
的
批
判
的
な
研
究
物
を
ば
、
文
学
的
に
趣
味
多
く
叙
述

し
て
居
る
こ
と
と
、
日
本
の
神
話
伝
説
を
ば
、
広
く
羅
馬
、
埃
及
等
の
神
話
伝
説
に
比
較
し
て
ゐ
る
こ
と
と
が
、
本
書
の
二
大
特
色

で
あ
る
。

　

ま
た
「
氏
が
日
本
に
関
す
る
諸
研
究
の
一
大
統
計
、
集
大
成
で
あ
る
。
或
は
文
学
の
方
面
か
ら
、
或
は
思
想
風
俗
の
上
か
ら
、
日
本
の

神
道
を
ば
立
証
し
、
説
明
し
、
…
…
其
の
研
究
其
の
説
明
が
い
か
に
も
精
到
で
あ
る
、
広
汎
で
あ
る
。
こ
れ
実
に
又
本
書
の
一
大
特
色
」

と
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
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日
本
人
は
或
意
味
に
於
て
神
の
子
で
あ
る
。
其
の
日
常
生
活
の
中
に
神
代
の
手
ぶ
り
を
少
か
ら
ず
伝
へ
の
こ
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
で

我
等
は
神
道
を
研
究
す
る
に
於
て
、
そ
の
研
究
が
甚
だ
容
易
で
あ
る
と
同
時
に
、
時
と
し
て
は
又
神
道
上
非
常
に
必
要
な
事
柄
も
之

を
日
常
の
茶
飯
事
と
し
て
軽
視
し
去
り
、
或
は
又
こ
れ
が
意
識
に
上
ら
ず
し
て
終
る
こ
と
が
往
々
あ
る
の
で
あ
る
。
故
に
今
後
の
神

道
研
究
は
、
宜
し
く
注
意
し
て
、
本
居
、
平
田
な
ど
の
諸
先
輩
の
せ
ら
れ
た
如
き
古
来
の
伝
統
的
研
究
法
に
加
ふ
る
に
、
更
に
又
、

何
の
斟
酌
も
な
く
、
何
の
拘
束
も
な
く
、
因
習
に
捉
は
れ
ず
、
自
由
に
、
赤
裸
々
に
、
露
骨
に
、
無
遠
慮
に
、
深
刻
に
、
日
本
人
と

い
ふ
考
慮
を
皆
無
に
し
て
、
胸
に
一
点
先
入
物
な
き
、
所
謂
白
紙
主
義
を
以
て
、
腕
ら
外
国
人
と
な
つ
て
研
究
す
る
研
究
法
を
以
て

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
確
信
す
る
。
ア
ス
ト
ン
氏
の
本
書
の
他
の
一
大
特
色
は
、
即
ち
こ
の
外
国
人
的
方
面
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

て
研
究
し
て
ゐ
る
点
で
あ
る
。
本
書
の
論
説
に
し
て
、思
は
ず
案
を
打
つ
て「
痛
快
だ
！
」と
叫
ぶ
こ
と
を
禁
じ
得
な
い
も
の
が
、屡
々

あ
る
の
は
即
ち
此
の
為
め
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

三
、
ア
ス
ト
ン
『
神
道
』
の
内
容

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ス
ト
ン
は
『
神
道
』（
一
九
〇
五
年
）
の
「
序
文
」
に
お
い
て
、

　
　

 　

私
の
此
の
論
文
に
は
二
個
の
目
的
が
あ
る
。
即
ち
宗
教
の
科
学
的
研
究
用
と
し
て
、
神
道
の
最
も
重
要
な
事
件
の
索
引
を
作
る
と

同
時
に
、
宗
教
の
一
形
式
と
宗
教
の
初
歩
と
を
特
に
神
道
に
つ
い
て
陳
べ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
問
題
を
取
扱
ふ
に

於
て
、
消
極
的
、
懐
疑
的
態
度
で
な
く
し
て
、
積
極
的
態
度
を
以
て
、
凡
て
宗
教
な
る
も
の
は
、
人
間
の
病
的
作
用
の
も
の
で
は
な

く
、
常
規
を
失
は
ぬ
人
間
の
精
神
作
用
か
ら
起
る
も
の
だ
と
い
ふ
見
地
を
以
て
し
た
。（
二
頁
）
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と
、
神
道
の
研
究
に
「
消
極
的
、
懐
疑
的
」（negative or agnostic

）
で
は
な
く
「
積
極
的
」（positive

）
な
立
場
で
臨
み
、
そ
の
際

に
「
大
陸
の
学
者 Reville

〔
レ
ヴ
ィ
ユ
〕、Goblet D' A

lviella

〔
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
・
ダ
ル
ヴ
ィ
エ
ラ
〕、Pfl eiderer

〔
プ
ラ
イ
デ
ラ
ー
〕 

の
諸
氏
に
負
ふ
と
こ
ろ
が
甚
だ
多
い
」
こ
と
、
さ
ら
に
「
人
類
学
的
事
項
に
つ
い
て
は
、D

r. T
ylor 

〔
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
・

タ
イ
ラ
ー
博
士
〕
の ｢Prim

itive Culture｣

〔『
原
始
文
化
』〕 

及
び J. G. Frazer 

〔
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
〕
の 

｢Golden Bough｣
〔『
金
枝
篇
』〕
に
頼
る
処
が
大
に
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

第
一
章
で
は
「
先
史
時
代
の
神
道
」「
古
事
記
」「
日
本
紀
」「
旧
事
紀
」「
出
雲
風
土
記
」「
古
語
拾
遺
」「
姓
氏
録
」「
延
喜
式
」「
本
居

と
平
田
」
の
各
項
（
小
見
出
し
）
を
設
け
て
解
説
の
後
、
次
の
よ
う
に
古
代
神
道
の
「
国
家
的
宗
教
」
の
特
色
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

 　

以
上
述
べ
た
書
物
は
古
神
道
の
研
究
に
か
な
り
富
ん
で
を
る
。
此
等
の
書
を
見
る
と
、
日
本
人
自
身
が
此
の
神
道
と
い
ふ
宗
教
を

如
何
に
見
て
居
る
か
が
知
れ
る
利
益
が
あ
る
。
さ
う
し
て
近
世
に
於
け
る
西
洋
思
想
及
び
基
督
教
の
観
念
を
知
ら
ず
識
ら
ず
雑
へ
て

説
く
よ
り
起
る
が
如
き
過
失
が
な
い
。
此
等
の
記
録
の
主
と
し
て
語
る
処
に
よ
り
て
、
神
道
は
国
家
的
宗
教
〔the State 

religion

〕
で
あ
る
こ
と
が
察
し
ら
れ
る
。
当
時
の
民
間
信
仰
と
行
事
〔the popular beliefs and practices

〕
は
、
此
等
の
記

録
に
見
ゆ
る
処
が
ま
こ
と
に
鮮
い
。（
七
頁
）

　

さ
ら
に
「
風
俗
画
報
」
に
つ
い
て
、「
近
頃
出
る
絵
画
の
雑
誌
で
、近
世
の
神
道
、民
間
伝
説
、迷
信
等
に
関
す
る
記
事
に
充
ち
て
ゐ
る
。」

と
評
し
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、「
宗
教
」「
宗
教
の
一
要
素
た
る
情
操
」「
宗
教
の
智
的
根
拠
、神
の
観
念
」、「
神
」、「
宗
教
的
思
想
の
二
重
の
流
れ
」、「
神

の
分
類
」、「
概
念
上
の
形
式
」、「
霊
魂
説
」、「
団
体
の
神
と
性
質
の
神
」
の
各
項
を
説
明
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　

日
本
語
に
は
抽
象
的
言
語
が
著
し
く
欠
乏
し
て
を
る
。
だ
か
ら
抽
象
的
性
質
の
擬
人
法
に
は
制
限
が
あ
る
。
希
臘
、
羅
馬
の
神
話

の
数
多
き
擬
人
的
抽
象
と
較
べ
る
も
の
が
、
日
本
神
話
に
は
殆
ど
無
い
。
自
然
物
の
創
造
生
成
の
勢
力
を
ば
擬
人
法
に
し
た
伊
佐
那
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明治期イギリス人の神道論に関する一考察

岐
命
伊
佐
那
美
命
は
、
多
分
日
本
の
創
造
で
は
な
く
て
支
那
哲
学
の
陰
陽
よ
り
取
っ
た
神
で
あ
る
。
自
分
は
生
成
の
神
な
る
産
霊
神

も
本
源
は
支
那
思
想
に
遡
る
こ
と
は
出
来
は
せ
ぬ
か
と
思
つ
て
居
る
。（
四
九
頁
）

　

第
三
章
で
は
、「
人
間
を
神
に
す
る
こ
と
が
神
道
に
於
て
重
要
な
事
で
あ
る
こ
と
は
、
西
洋
の
学
者
か
ら
も
、
近
世
の
日
本
人
か
ら
も

誇
大
に
説
か
れ
た
。
…
…
実
際
神
道
は
宗
教
的
思
想
の
二
大
潮
流
の
中
、
第
一
の
方
〔
自
然
崇
拝
〕
よ
り
も
、
第
二
の
方
〔
人
間
崇
拝
〕

か
ら
発
し
て
居
る
こ
と
は
比
較
的
に
少
い
。
即
ち
人
間
崇
拝
の
方
が
寧
ろ
僅
か
で
あ
る
。」（
四
九
〜
五
〇
頁
）
と
、
従
来
の
学
説
に
批
判

的
な
立
場
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
祖
先
崇
拝
」
に
つ
い
て
も
、「
此
の
語
に
制
限
を
附
け
て
、
我
が
自
身
の
先
祖
を
祭
る
の
だ
と
言
ふ

時
に
は
、
宗
教
の
此
の
形
式
は
殆
ど
神
道
に
其
の
余
地
を
占
め
な
い
の
で
あ
る
。
近
頃
の
場
合
を
除
き
、
外
国
思
想
の
影
響
を
除
け
ば
此

の
崇
拝
は
唯
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
天
皇
（
ミ
カ
ド
）
の
祖
先
の
崇
拝
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
す
ら
も
第
六
世
紀
以
前
に
は
こ
の
事
が
あ
つ
た

か
否
や
は
た
し
か
で
無
い
。」（
六
〇
頁
）
と
捉
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
人
を
神
に
す
る
根
本
の
理
由
は
、
其
の
人
の
生
前
の
性
質
等
に
誇
大
に
附
加
へ
た
評
価
か
ら
起
る
の
で
あ
る
。」（
六
一
頁
）

と
い
い
、「
我
等
は
注
意
し
て
、
述
語
を
使
用
す
る
な
ら
ば
、
自
然
神
と
団
体
の
中
心
人
物
と
を
先
祖
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
実
の
祖
先
崇
拝

で
は
な
く
て
、准
祖
先
崇
拝
〔puseudo-ancestor-w

orship 

疑
似
祖
先
崇
拝
〕
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。」（
六
三
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
四
章
で
は
、
神
道
の
神
へ
の
祈
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
る
。

　
　

 　

自
然
神
は
其
の
固
有
の
自
然
の
職
分
に
の
み
拘
は
つ
て
を
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
。
神
道
で
は
神
が
人
間
を
保
護
す
る
傾
向
が
ま
す

ま
す
生
じ
て
来
る
こ
と
を
示
し
て
を
る
。
古
神
道
の
中
に
さ
へ
、
神
が
其
の
神
特
有
の
義
務
の
外
に
人
間
を
加
護
し
た
こ
と
の
実
例

が
沢
山
に
あ
る
。
日
の
女
神
は
世
界
に
光
を
与
ふ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
神
が
愛
す
る
人
間
の
た
め
に
五
穀
の
種
を
供
給
し
、
特
に

子
孫
な
る
天
皇
の
幸
福
を
守
つ
て
ゐ
る
。
風
雨
に
人
格
を
附
け
て
こ
し
ら
へ
た
須
佐
之
男
之
命
は
有
用
な
る
種
々
の
材
木
の
供
給
者

で
あ
る
。
事
実
上
す
べ
て
の
神
が
豊
年
の
た
め
に
雨
の
た
め
に
祈
ら
れ
た
。
人
間
神
の
天
満
宮
に
さ
へ
も
亦
之
を
祈
つ
た
。
ど
の
神
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明治期イギリス人の神道論に関する一考察

も
地
震
を
起
し
、
疫
病
を
は
や
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。（
八
七
頁
）

　

ま
た
、「
神
道
の
多
神
教
的
性
質
」
の
項
で
は
、

　
　

 　

神
道
の
如
き
性
質
を
有
す
る
自
然
崇
拝
は
多
神
教
な
る
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
。
太
陽
の
如
き
只
一
つ
の
自
然
神
を
崇
拝
す
る
こ

と
は
之
を
思
考
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
、
自
然
物
又
は
自
然
の
現
象
を
、
人
間
に
擬
す
る
と
こ
ろ
の
創
造
力
は
実
際
決
し
て
そ

れ
ば
か
り
で
活
動
が
や
む
も
の
で
は
な
い
。
生
命
を
有
つ
た
万
物
は
蓋
し
一
神
教
的
自
然
神
で
あ
る
。
但
し
、
此
の
思
想
に
は
古
代

日
本
人
が
有
つ
て
を
つ
た
よ
り
も
大
き
な
科
学
的
知
識
の
分
量
が
必
要
で
あ
る
。
彼
等
は
只
不
充
分
な
き
れ
ぎ
れ
な
、
き
れ
い
な
幻

影
の
光
を
持
つ
て
を
る
ば
か
り
で
あ
る
。（
八
八
頁
）

と
多
神
教
的
信
仰
を
説
明
し
、「「
最
上
神
に
於
け
る
信
仰
は
避
け
難
い
も
の
で
あ
る
」
と
言
つ
た
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
説
は
神
道
の

事
実
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。」（
九
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
章
の
結
び
で
も
神
道
で
は
「
無
限
無
窮
と
い
ふ
語
は
…
…
無
限

の
時
間
を
い
ふ
」
の
で
あ
っ
て
、「
天
皇
の
子
孫
の
無
窮
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
」「
永
久
の
夜
（
ト
コ
ヤ
ミ
）
と
い
ふ
こ
と
」
は
聞
く
が
、ミ
ュ

ラ
ー
の
「
無
限
の
も
の
を
了
解
す
る
才
能
が
無
け
れ
ば
そ
こ
に
宗
教
が
あ
り
得
ぬ
」
と
い
う
、「
超
越
的
な
る
こ
と
、
即
ち
人
智
人
力
の

超
越
し
て
を
る
こ
と
」
を
宗
教
の
定
義
と
す
る
説
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。

　

第
五
章
で
は
宗
教
的
神
話
を
研
究
す
る
意
義
に
つ
い
て
、「
神
話
は
比
喩
か
ら
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
比
喩
の
如
く
、
真
実

で
な
い
も
の
に
よ
つ
て
真
実
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
宗
教
的
教
育
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
承
認
せ
ら
れ
て
居
る
。
言

語
の
幼
稚
な
時
代
に
は
、
霊
魂
上
の
真
理
を
説
明
す
る
の
に
有
形
的
表
象

―
言
ひ
か
へ
れ
ば
、
神
話
と
比
喩
以
外
に
は
方
法
が
な
い
の

で
あ
る
。」（
一
〇
〇
頁
）
と
、
霊
魂
観
の
「
有
形
的
表
象
〔physical sym

bols

〕」
と
の
見
方
を
示
し
、
日
本
の
「
神
話
」
に
お
け
る

真
理
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　

日
本
神
話
に
伏
在
す
る
主
要
な
観
念
は
、
第
一
に
は
宇
宙
の
万
物
は
感
情
的
生
命
を
有
つ
た
本
能
的
の
生
物
で
、
人
間
に
対
し
て
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は
仁
愛
的
思
慮
を
廻
ら
し
つ
つ
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。（
此
の
観
念
は
不
十
分
で
は
あ
る
が
や
や
真
理
が
あ
る
、）
次
に
は
、
其

の
め
ぐ
み
を
し
て
太
陽
の
光
と
熱
と
の
如
く
人
民
の
上
に
降
ら
し
め
る
君
主
を
尊
敬
し
服
従
す
べ
し
と
い
ふ
教
で
あ
る
。
其
の
神
話

に
実
際
こ
の
事
を
記
し
て
を
る
。
そ
こ
で
日
本
歴
代
の
君
主
は
日
の
女
神
の
子
孫
だ
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
こ
れ
が
即
ち
君
主

の
神
的
威
光
に
関
す
る
日
本
主
義
の
述
べ
方
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
生
気
あ
る
要
素
が
無
か
つ
た
な
ら
ば
、
日
本
神
話
は
或
学
者
が
想

像
し
た
通
り
荒
唐
無
稽
の
混
体
に
過
ぎ
ず
、
其
の
研
究
は
生
理
学
的
で
無
く
、
精
神
病
的
と
な
る
の
で
あ
る
。（
一
〇
九
頁
）

　

第
六
章
で
は
「
日
本
の
神
話
」
に
つ
い
て
、「
日
本
の
古
い
神
話
の
観
念
を
十
分
得
る
に
は
、
記
事
が
固
よ
り
重
複
、
矛
盾
、
曖
昧
な

こ
と
を
含
ん
で
は
ゐ
る
が
、記
紀
旧
事
記
の
直
接
研
究
を
外
に
し
て
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。」（
一
一
一
頁
）
と
述
べ
た
上
で
、

「
日
本
の
混
沌
の
中
か
ら
神
が
生
れ
た
と
い
ふ
話
」
に
次
い
で
「
神
世
七
代
と
呼
ば
れ
る
時
代
」
に
触
れ
、「
こ
れ
ら
の
神
の
多
く
は
、
農

業
国
民
に
大
に
必
要
な
る
、発
生
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
の
神
秘
的
な
順
序
に
つ
い
て
注
意
し
て
居
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。」（
一
一
四

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
第
七
代
の
神
は
伊
佐
那
岐
命
、
伊
佐
那
美
命
の
二
神
で
あ
る
。
日
本
の
神
話
は
実
は
こ
の
二
神
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。」

（
一
一
四
〜
一
一
五
頁
）
と
い
い
、
ま
た
「
天
の
岩
戸
神
話
」
に
つ
い
て
「
此
の
物
語
は
、
日
本
神
話
中
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
こ

れ
は
、光
明
と
暗
黒
と
の
神
話
に
属
す
る
も
の
で
歴
代
の
朝
廷
に
て
行
は
れ
る
神
道
の
或
る
主
要
な
儀
式
の
始
だ
と
い
は
れ
る
。」（
一
三
二

頁
）
と
指
摘
、
さ
ら
に
須
佐
之
男
命
、
大
名
持
命
、
邇
々
杵
命
、
経
津
主
神
と
武

槌
神
、
火
須
勢
理
命
と
火
火
出
見
命
、
神
武
天
皇
の

諸
伝
承
を
説
明
し
て
い
る
。

　

第
七
章
で
は
、「
日
の
女
神
」〔T

he Sun-Goddess

〕
が
「
神
道
中
最
も
尊
い
神
」
で
あ
り
、
な
ぜ
な
ら
、

　
　

 　

太
古
の
日
本
人
は
甚
だ
不
十
分
な
又
き
れ
ぎ
れ
な
風
俗
の
中
に
、
且
つ
彼
等
が
直
接
に
影
響
を
受
け
つ
つ
あ
る
物
理
的
現
象
の
中

に
、
殆
ど
専
ら
自
然
の
神
威
を
認
め
た
。
就
中
太
陽
の
温
熱
と
光
線
と
彼
等
が
日
常
の
食
物
の
本
源
と
が
第
一
位
を
占
め
て
を
る
。
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日
本
に
太
陽
崇
拝
の
あ
る
の
は
、
農
業
国
民
た
る
彼
等
に
は
特
に
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
農
夫
の
仕
事
の
殆
ど
す
べ
て
が
、
此
の
太

陽
を
た
の
み
、
太
陽
か
ら
支
配
せ
ら
れ
て
を
る
の
で
あ
る
。（
一
五
七
〜
一
五
八
頁
）

と
、
日
本
の
太
陽
信
仰
が
「
農
業
国
民
」
と
し
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
ア
マ
テ
ラ
ス
即
ち
天
照
大
神
の
太
陽
的
性
質
が
不
明
瞭
に
な
つ
た
の
で
、
日
本
人
は
日
輪
様
、
又
は
お
天
道
様
の
名
の
下
に

太
陽
を
ば
更
に
新
た
に
擬
人
し
た
。」（
一
六
五
頁
）
と
神
観
念
の
展
開
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
道
徳
的
な
面
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
　

 　

神
道
は
組
織
立
つ
た
道
徳
は
含
ま
な
い
が
、
其
の
古
い
神
話
で
話
し
た
如
く
、
日
の
女
神
の
性
質
の
中
に
道
徳
的
要
素
が
少
な
か

ら
ず
あ
る
。
日
の
女
神
は
其
の
悪
戯
な
素
盞
嗚
尊
の
こ
と
に
つ
い
て
勇
気
と
寛
容
の
徳
を
備
へ
て
居
る
こ
と
が
察
し
ら
れ
る
。
又
月

神
が
食
物
の
神
を
殺
し
た
の
を
怒
つ
て
御
自
身
の
面
前
か
ら
追
放
し
た
。
又
其
の
人
間
を
愛
護
す
る
徳
の
あ
る
こ
と
は
五
穀
の
種
有

用
の
食
物
を
保
存
し
又
播
種
の
法
を
彼
等
に
示
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
証
せ
ら
れ
る
。
又
岩
戸
か
ら
出
て
来
ら
れ
た
時
、
神
々
人
々
の

よ
ろ
こ
ん
だ
の
を
見
れ
ば
、
日
の
女
神
が
慈
善
心
に
富
ん
で
居
ら
れ
た
こ
と
も
肯
か
れ
る
。（
一
六
九
〜
一
七
〇
頁
）

　

第
八
章
で
は
「
人
間
神
」
を
「
個
人
を
神
と
し
て
祀
る
こ
と
」（
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
ノ
神
、
八
幡
、
天
満
宮
）、「
団
体
の
神
」（
日
の
女
神

補
佐
の
神
、
中
臣
家
の
祖
兒
屋
命
、
太
玉
、
ウ
ズ
メ
、
石
凝
姥
命
、
豊
玉
、
事
代
主
、
少
彦
名
）、「
人
間
的
性
質
を
抽
象
し
て
こ
し
ら
へ

た
神
」（
塞
の
神
、
鬼
、
幸
運
の
神
・
悪
運
の
神
）
の
三
節
に
別
け
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、「
天
満
宮
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　

日
本
人
が
孔
子
の
釈
尊
を
も
つ
と
め
る
が
、
も
し
自
国
の
神
を
文
学
の
神
に
祭
る
こ
と
を
し
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
此
の
釈
尊
が
大

に
盛
に
な
つ
て
居
る
だ
ら
う
。
道
真
に
自
然
的
威
力
を
附
加
し
て
居
る
の
は
、
神
に
崇
め
る
行
為
中
実
質
的
部
分
で
あ
る
こ
と
が
察

し
ら
れ
る
。
其
の
人
を
神
と
す
る
経
路
は
感
謝
と
恐
怖
と
の
か
は
る
が
は
る
影
響
し
た
結
果
に
基
い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。（
二
三
三
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頁
）

　

第
九
章
で
は
、「
神
道
は
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
言
つ
た
下
の
原
理
を
説
明
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
「
社
会
進
化
の
初
の
段
階
に

於
て
は
、
人
事
と
神
事
と
に
幾
ん
ど
区
別
が
無
い
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
は
最
高
の
祭
官
で
も
あ
り
、
同
時
に
帝
王
で
も
あ
つ
た
。

人
事
と
宗
教
的
儀
式
と
の
間
に
明
か
な
区
別
が
な
か
つ
た
。」（
二
五
二
頁
）
と
述
べ
、
天
皇
、
中
臣
、
忌
部
、
占
部
、
祭
主
、
大
宮
司
、

神
主
、
祝
部
、
禰
宜
、
造
、
女
神
官
、
斎
王
、
神
子
、
市
子
、
神
戸
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　

第
十
章
で
は
、「
宗
教
的
行
為
は
、
崇
拝
、
宗
教
的
制
裁
を
有
し
て
居
る
限
り
に
つ
い
て
い
ふ
道
徳
、
儀
式
的
清
浄
の
三
つ
を
含
む
。」

と
し
て
、そ
の
う
ち
の
「
崇
拝
」
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。「
崇
拝
」
と
い
う
語
は
「
人
に
対
す
る
尊
敬
礼
譲
と
神
に
対
す
る
崇
拝
と
に
適
用
」

し
、「
神
に
対
す
る
崇
拝
は
実
は
尊
敬
の
別
種
で
は
な
く
て
之
を
新
方
面
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
を
拝
む
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
形

式
は
、
社
会
的
尊
敬
の
形
式
を
借
り
た
も
の
で
あ
る
。」（
二
六
一
頁
）
と
、
対
人
の
「
社
会
的
尊
敬
の
形
式
」
を
「
新
方
面
に
応
用
し
た

も
の
」
と
捉
え
、
さ
ら
に
「
崇
拝
は
人
か
ら
人
へ
、
又
一
時
代
か
ら
他
の
時
代
へ
宗
教
的
思
想
感
情
を
通
は
す
方
法
」（
二
六
三
頁
）
で

あ
り
、「
神
に
対
す
る
の
み
な
ら
ず
人
間
仲
間
に
対
し
て
行
は
れ
る
」「
重
大
な
職
分
」
が
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

　
「
供
物
」
の
項
で
は
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
供
物
を
す
る
起
り
は
、
死
人
の
墓
に
飲
食
物
を
遺
つ
た
風
習
が
起
原
で
あ
る
。

か
く
て
先
祖
の
霊
が
神
の
資
格
に
昇
る
に
し
た
が
つ
て
、
死
人
に
と
て
遺
つ
た
飲
食
物
は
や
が
て
供
物
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。」
と
い
う

意
見
が
「
其
の
宗
教
起
原
論
と
一
致
す
る
」
と
言
い
、「
供
物
の
起
り
は
、
報
本
反
始
の
心
を
以
て
分
け
て
置
い
た
通
常
の
肉
の
一
片
に

あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
ふ
。」（
二
六
六
頁
）
と
述
べ
、
そ
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。

　
　

 　

供
物
を
す
る
普
通
の
目
的
は
、
神
に
対
す
る
感
謝
で
る
。
祝
詞
に
神
の
恩
を
報
い
る
が
た
め
、
将
来
の
幸
福
を
授
け
て
貰
は
ん
が

た
め
に
供
物
を
す
る
こ
と
が
甚
だ
多
い
。（
祈
年
祭
祝
詞
を
見
よ
）
又
供
物
は
謝
罪
の
た
め
に
す
る
時
も
あ
る
。
儀
式
に
記
さ
れ
て

ゐ
る
罪
ケ
ガ
レ
を
免
か
れ
る
た
め
に
す
る
時
も
あ
る
。
故
に
供
物
の
こ
と
を
償
物（
ア
ガ
モ
ノ
）と
も
い
ふ
の
で
あ
る
。（
二
六
七
頁
）
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こ
の
ほ
か
、「
人
身
御
供
〔H

um
an sacrifi ces

〕
は
、
古
書
に
見
え
た
国
家
的
神
道
〔the State Shinto religion 

〕
の
一
部
と
な

つ
て
ゐ
な
い
。
併
し
、
太
古
に
は
実
際
こ
れ
が
あ
つ
た
こ
と
が
察
し
ら
れ
る
。」（
二
七
五
頁
）
と
い
う
「
国
家
的
神
道
（
国
家
神
道
）」

の
用
例
も
注
目
さ
れ
る
。

　

第
十
一
章
で
は
、
神
道
の
「
道
徳
」
に
つ
い
て
「
道
徳
律
の
性
質
を
備
へ
た
も
の
は
幾
ん
ど
無
い
。
…
…
神
道
の
聖
書
に
は
直
接
に
道

徳
を
教
へ
て
居
な
い
。
毎
年
両
度
に
行
は
れ
る
大
祓
の
祝
詞
の
中
に
あ
る
罪
名
の
中
に
は
、
い
は
ゆ
る
十
戒
中
の
一
戒
を
も
含
ん
で
ゐ
な

い
。」（『
日
本
神
道
論
』、
三
〇
二
頁
）
と
古
代
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
。
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
は
、「
内
容
は
す
べ
て
官
吏
の
心
得

を
書
い
た
も
の
で
、
上
下
和
合
、
仏
法
の
尊
信
、
君
臣
の
信
義
、
官
吏
の
精
励
、
上
下
有
礼
、
愛
民
」
な
ど
中
国
思
想
に
拠
る
も
の
で
あ

る
が
、「
併
し
日
本
の
実
情
に
必
要
な
し
に
作
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。…
…
此
の
当
時
既
に
日
本
に
不
文
律
が
有
つ
て
、

不
完
全
な
が
ら
も
、
罪
を
裁
定
し
た
こ
と
が
察
し
ら
れ
る
。」（
三
〇
五
頁
）
と
、
日
本
の
実
情
の
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
察
し

て
い
る
。

　

ま
た
「
儀
式
的
潔
斎
」
の
項
で
、
日
本
に
お
け
る
「
罪
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　

神
を
怒
ら
せ
る
所
為
を
ば
、
日
本
で
は
罪
と
い
ふ
。
神
の
崇
拝
者
が
か
か
る
所
為
を
避
け
る
の
を
忌
（
イ
ミ
）
と
い
ふ
。
本
居
の

解
釈
に
よ
れ
ば
、
神
道
の
罪
に
三
種
あ
る
。
即
ち
不
潔
、
罪
悪
、
災
難
の
三
つ
。
儀
式
上
の
不
潔
と
道
徳
的
罪
過
（
或
特
別
な
る
種

類
の
）
と
は
、
恐
ら
く
日
本
の
上
古
に
於
て
は
区
別
が
つ
か
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
災
難
も
罪
の
中
に
這
入
つ
て
を
る
。
知
る
知
ら

ぬ
に
拘
は
ら
ず
、
罪
を
犯
せ
ば
、
神
が
怒
つ
て
災
を
降
す
か
ら
、
災
難
は
神
の
怒
つ
て
ゐ
る
証
拠
と
見
る
。
す
べ
て
の
罪
は
宗
教
的

不
合
格
若
く
は
責
罰
を
含
ん
で
居
る
。（
三
〇
七
〜
三
〇
八
頁
）

　

第
十
二
章
で
は
、「
儀
式
と
い
ふ
も
の
は
前
二
章
で
述
べ
た
崇
拝
の
要
素
が
或
目
的
の
た
め
に
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
は
、

次
に
掲
げ
る
神
道
の
或
重
大
な
る
儀
式
に
関
す
る
主
要
な
典
拠
で
あ
る
。
余
は
又
此
処
で
、Sir E. Satow

 

氏
が
亜
細
亜
協
会
第
七
巻
及
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び
第
九
巻
に
発
表
せ
ら
れ
た
研
究
を
自
由
に
借
用
す
る
。」（
三
二
九
頁
）
と
述
べ
て
、「
大
嘗
会
」「
新
嘗
」「
祈
年
祭
」
な
ど
の
諸
祭
儀

を
解
説
し
て
い
る
。

　

第
十
三
章
で
は
「
ま
じ
な
ひ
」
に
つ
い
て
、「
日
本
の
辞
書
学
者
山
田
美
妙
は
、ま
じ
な
ひ
は
「
神
仏
の
す
ぐ
れ
た
力
の
加
護
に
よ
つ
て
、

災
難
を
除
く
こ
と
」
と
言
つ
て
居
る
が
、
チ
ツ
メ
ル
ン
の
説
と
実
質
に
於
て
一
致
し
て
居
る
。
…
… Sir A

lfred Lyall 

及
び I. G. 

Frazer 

は
、「
こ
の
種
の
ま
じ
な
ひ
は
宗
教
よ
り
も
先
き
に
あ
つ
た
も
の
で
、
過
つ
た
前
提
に
基
づ
い
て
は
居
る
が
、
其
の
原
理
に
於
て

は
科
学
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
ふ
説
で
あ
る
。」（
三
九
一
〜
三
九
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
「
神
憑
」
の
項
で
は
次
の
よ
う
に
神
道
の
特
色
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

 　

神
道
は
不
幸
に
し
て
、
託
宣
に
存
す
る
真
理
を
発
見
す
る
や
う
な
事
柄
を
記
し
た
も
の
が
無
い
。
太
陽
を
神
と
す
る
こ
と
と
、
太

陽
か
ら
発
す
る
温
暖
と
光
明
が
人
に
対
す
る
慈
愛
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
の
承
認
と
は
、
実
に
宗
教
を
欠
い
て
ゐ
る
世
界
に
於
け
る
立

派
な
観
念
で
あ
る
。
伊
邪
那
岐
命
の
神
話
は
、
諸
神
が
此
の
神
か
ら
生
れ
た
と
し
て
、
一
神
教
の
方
に
道
を
開
い
た
華
麗
な
観
念
で

あ
る
。
生
成
の
神
な
る
産
霊
神
は
此
の
方
向
に
更
に
進
む
階
段
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
我
等
が
隣
人
に
対
し
て
不
快
な
こ
と
を
す
れ

ば
、
神
も
之
を
不
愉
快
と
す
る
と
い
ふ
真
理
を
捉
へ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。（
四
一
九
頁
）

　

第
十
四
章
で
は
「
仏
教
の
興
隆
」
に
つ
い
て
「
後
世
の
神
道
は
衰
頽
の
歴
史
で
あ
る
。
尤
も
神
道
に
生
気
の
絶
え
ざ
る
ゆ
ゑ
ん
は
第
一

神
道
に
接
木
し
た
仏
教
の
力
で
あ
る
。
支
那
の
道
徳
、
哲
学
の
影
響
、
特
に
近
世
に
至
っ
て
の
影
響
が
更
に
著
し
い
。」（
四
三
〇
頁
）
と

仏
教
の
影
響
の
大
き
さ
に
つ
い
て
指
摘
し
、「
両
部
神
道
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　

神
仏
二
教
の
折
衷
と
は
い
ふ
も
の
の
、
両
部
の
精
神
は
本
質
的
に
仏
教
で
あ
る
。
神
道
か
ら
採
用
し
た
も
の
は
二
三
の
神
の
名
に

過
ぎ
な
い
。
就
中
国
常
立
命
が
最
も
著
明
で
あ
る
が
、
此
の
神
と
て
も
神
道
の
古
書
よ
り
す
れ
ば
、
そ
の
謂
は
れ
の
な
い
ほ
ど
に
尊

ば
れ
て
ゐ
る
。
…
…
神
儒
仏
を
打
つ
て
一
丸
と
す
る
た
め
に
は
、
い
は
ゆ
る
方
便
以
外
に
、
尚
或
者
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
実
に
す
べ
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て
の
宗
教
の
本
質
的
統
一
を
求
め
外
形
上
異
つ
た
物
を
ば
出
来
る
だ
け
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
間
の
真
実
の
本
能
で
あ
る
。
日
本

の
宗
教
史
は
斯
様
な
尽
力
に
充
ち
て
居
る
。（
小
説
家
馬
琴
曰
く
、
神
道
は
太
陽
の
道
を
尊
び
、
支
那
哲
学
は
天
を
尊
ぶ
、
釈
迦
の

教
に
従
つ
て
も
太
陽
を
一
つ
の
神
と
す
る
こ
と
は
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
教
義
が
違
つ
て
は
居
る
が
そ
の
根
本
原
理
は
同
一

で
あ
る
と
）（
四
三
四
頁
）

　

以
下
、「
唯
一
神
道
」、「
神
道
の
託
宣
」（『
和
論
語
』）、「
純
粋
神
道
の
復
活
」、「
心
学
」、「
天
理
教
」、「
蓮
門
教
」
の
紹
介
が
あ
り
、「
国

家
的
神
道
〔O

ffi  cial Shinto

〕」
で
次
の
よ
う
に
本
書
を
結
ん
で
い
る
。

　
　

 　

現
時
の
国
家
的
神
道
は
実
質
的
に
平
田
本
居
の
唱
へ
た
純
神
道
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
は
少
し
の
生
気
も
な
い
。
か
か
る
初
歩
の
宗

教
は
、
今
日
日
本
が
達
し
た
や
う
な
文
明
程
度
の
国
民
の
精
神
的
柱
と
す
る
に
は
全
く
不
十
分
で
あ
る
。
但
し
、
伊
勢
出
雲
そ
の
他

二
三
社
の
大
祭
及
び
例
年
の
巡
拝
に
よ
つ
て
多
少
の
宗
教
的
熱
情
が
煽
動
せ
ら
れ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
天
皇
に
対
し
て
払
ふ

敬

の
情
は
、
宗
教
的
性
質
を
備
へ
て
居
る
。
そ
の
敬

の
源
は
即
ち
神
道
か
ら
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
日
本
の
有
す
る
信

仰
の
本
流
は
、そ
れ
自
身
の
た
め
に
自
ら
新
し
い
溝
を
掘
つ
た
。
其
の
流
れ
は
仏
教
の
方
へ
向
か
つ
た
の
で
あ
る
。
王
政
復
古
の
時
、

一
時
衰
へ
て
居
た
仏
教
が
、此
の
頃
は
再
び
興
隆
し
蘇
生
し
て
来
た
様
子
が
見
え
る
。
他
の
更
に
恐
る
べ
き
競
争
者
が
あ
ら
は
れ
た
。

そ
れ
が
日
ま
し
に
勢
力
を
逞
し
く
し
て
進
歩
し
て
行
き
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
が
果
し
て
那
辺
に
到
べ
き
か
、
予
め
之
に
制
限
を
つ
け

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
　

 　

国
民
的
宗
教
と
し
て
神
道
は
殆
ど
滅
び
た
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
此
の
神
道
は
日
本
の
俗
説
及
び
習
慣
の
中
に
生
き
残
り
、
又
更

に
単
純
で
、
且
つ
一
層
物
質
的
な
方
面
に
あ
ら
は
れ
る
神
に
対
す
る
日
本
人
の
活
発
な
感
受
性

―
こ
れ
は
日
本
人
を
説
明
す
る
特

徴
で
あ
る

―
の
中
に
永
久
に
生
き
残
る
で
あ
ら
う
。（
四
五
三
〜
四
五
四
頁
）
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四
、
ア
ス
ト
ン
『
神
道
』
の
特
色
―
―
む
す
び
に
か
え
て

　

ア
ス
ト
ン
『
神
道
』
が
参
照
し
た
同
時
代
の
日
本
関
係
の
資
料
に
、
第
三
章
の
「
天
皇
以
外
の
人
を
崇
む
る
こ
と
」
を
述
べ
た
項
に
お

け
る
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
著
述
が
あ
る
。

　
　

 　

生
け
る
天
皇
、
崩
御
の
天
皇
を
神
に
崇
む
る
場
合
で
す
ら
、
外
国
思
想
の
影
響
を
疑
ふ
余
地
が
沢
山
あ
る
。
天
皇
以
外
の
人
々
を

神
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
我
等
は
古
典
の
中
に
一
つ
の
明
瞭
な
記
事
を
見
出
さ
な
い
。
併
し
『
記
』『
紀
』
に
あ
る
数
多
の
あ

い
ま
い
な
神
の
或
者
に
は
人
間
神
が
あ
る
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
此
の
二
書
の
中
に
あ
る
伝
説
的
歴
史
的
の
人
物
の
多
数
は
後
世
に

於
て
神
に
祀
ら
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
数
が
時
を
経
る
ま
ま
に
増
加
し
た
。
諏
訪
の
神
の
場
合
は
殊
更
に
興
味
が
あ
る
。

此
の
神
の
生
け
る
子
孫
は
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
一
つ
の
洞
穴
が
社
殿
の
代
り
に
な
つ
て
ゐ
る
。
出
雲
の
大
社
の
神
官
の
長
は
生
神

と
い
は
れ
る
。
善
人
悪
人
と
も
に
崇
め
ら
れ
て
神
に
斎
ひ
こ
め
ら
れ
る
。
或
は
逆
臣
将
門
の
如
き
、
強
盗
熊
坂
長
範
の
如
き
、
又
我

等
の
時
代
に
て
も
森
文
部
大
臣
の
殺
害
者
西
野
文
太
郎
の
如
き
も
。

　
　

 　

Lafcadio H
earn 

は
其
の
著
（Gleaning in Buddha Fields

）
の
中
に
、生
き
た
人
を
神
に
し
た
代
表
的
の
物
語
を
し
て
居
る
。

「
濱
口
五
兵
衛
と
い
ふ
は
た
し
か
に
居
つ
た
人
で
あ
る
。
彼
は
其
の
村
の
村
長
で
あ
つ
た
が
、
其
の
村
人
を
ば
海
嘯
の
難
か
ら
救
は

ん
が
た
め
に
、
即
ち
海
辺
か
ら
高
地
へ
村
人
を
引
き
つ
け
る
た
め
に
、
積
藁
に
火
を
つ
け
て
、
彼
の
米
穀
を
犠
牲
に
し
た
。
そ
こ
で

彼
等
は
濱
口
を
神
様
だ
と
呼
び
、
濱
口
大
明
神
と
言
つ
た
。
海
嘯
が
す
ん
で
、
彼
等
は
古
里
に
還
つ
て
、
濱
口
の
霊
の
た
め
に
一
堂

を
建
て
、
金
文
字
で
書
い
た
「
濱
口
大
明
神
」
と
い
ふ
額
を
掲
げ
た
。
村
人
は
彼
を
此
処
に
祀
つ
た
、
祝
詞
を
奏
し
、
供
物
も
し
て
。

…
…
濱
口
は
小
高
い
丘
の
上
に
藁
葺
の
家
に
未
だ
生
き
て
居
る
の
に
、
丘
の
下
の
社
殿
で
は
其
の
魂
が
祀
ら
れ
た
。
さ
う
し
て
、
百

歳
以
上
の
長
寿
を
保
つ
て
彼
は
死
ん
だ
。
併
し
今
尚
其
の
社
が
あ
つ
て
、
此
の
良
農
の
死
霊
を
祀
つ
て
を
つ
て
、
恐
ろ
し
き
事
、
困
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難
事
あ
る
時
に
は
祈
願
を
こ
め
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。」
と
書
い
て
居
る
。（
五
九
〜
六
〇
頁
）

　

第
三
章
に
お
い
て
「
自
然
神
と
団
体
の
中
心
人
物
と
を
祖
先
と
呼
ぶ
」
日
本
の
疑
似
祖
先
崇
拝
の
状
況
を
扱
っ
た
際
に
は
、
次
の
よ
う

に
岡
倉
天
心
（
覚
三
）『
東
洋
の
理
想
』
や
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ケ
ア
ー
ド
の
ギ
フ
ォ
ー
ド
講
義
『
宗
教
の
発
展
』
に
示

唆
を
得
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　
　

 　

近
頃
出
た
岡
倉
君
の
『
東
洋
人
の
理
想
』
の
中
に
、
伊
勢
出
雲
の
子
孫
の
純
粋
な
こ
と
を
の
べ
て
ゐ
る
。
此
の
二
所
に
祀
つ
て
ゐ

る
い
は
ゆ
る
先
祖
の
神
は
、
即
ち
日
の
女
神
、
食
物
の
女
神
、
大
名
持
命
（
一
つ
の
地
神
）、
須
佐
男
命
（
暴
風
雨
の
神
）
で
あ
る
。

D
r. E. Caird 

の
説
に
「
多
く
の
場
合
に
崇
拝
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
は
崇
拝
者
の
先
祖
で
あ
る
が
故
に
、
神
と
思
は
れ
る
の
で
は
な

く
て
、
彼
等
の
神
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
か
ら
、
彼
等
の
先
祖
だ
と
思
は
れ
る
の
だ
。」
と
い
ふ
の
は
、
神
道
の
此
の
様
子
に
当
つ

て
ゐ
る
。（
六
二
〜
六
三
頁
）

　

こ
の
他
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
学
の
成
果
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
古
代
神
道
に
関
す
る
記
述

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、
神
道
を
農
業
国
的
宗
教
と
捉
え
て
い
る
こ
と
、
日
本
の
民
俗
に
関
心
を
寄
せ
て
観
察
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

本
居
宣
長
や
平
田
篤
胤
の
国
学
研
究
の
成
果
を
評
価
し
、
活
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
本
書
に
見
ら
れ
る
特
色
と
い
え
る
。
さ
ら
に
筆
者

が
か
ね
て
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
ア
ス
ト
ン
の
神
道
論
は
新
渡
戸
稲
造
や
加
藤
玄
智
、
さ
ら
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
神
道
観
に
顕
著
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う）

7
（

。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
近
代
日
本
の
国
際
交
流
を
念
頭
に
置
い
た
調
査
を
、
出
来
る
限
り
継
続
し
た
い
と
思
う
。
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注

（
1
）　

楠
家
重
敏
『
Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ス
ト
ン
―
―
日
本
と
朝
鮮
を
結
ぶ
学
者
外
交
官
』、
雄
松
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
八
九
〜
九
二
頁
。

（
2
）　A

ston, W
. G., Shinto, the W

ay of the G
ods, London, Longm

an, 1905. （
ダ
ブ
リ
ュ
ー
・
ジ
ー
・
ア
ス
ト
ン
著
、
補
永
茂
助
・
芝

野
六
助
訳
『
日
本
神
道
論
』、
明
治
書
院
、
大
正
十
一
年
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ス
ト
ン
著
、
安
田
一
郎
訳
『
神
道
』、
青
土
社
、

一
九
八
八
年
）

（
3
）　

明
治
神
宮
社
務
所
「
加
藤
玄
智
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和　

神
道
書
籍
目
録
』」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
。

（
4
）　

林
博
太
郎
「
序
」（
加
藤
玄
智
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和　

神
道
書
籍
目
録
』、
明
治
神
宮
社
務
所
、
昭
和
二
十
八
年
）。

（
5
）　

加
藤
玄
智
「
序
」（
加
藤
玄
智
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和　

神
道
書
籍
目
録
』）。

（
6
）　Genchi, K

ato, et al, eds., A
 bibliography of Shinto in W

estern languages, from
 the oldest tim

es till 1952, T
okyo, M

eiji 
Jingu Sham

usho, 1953, pp.2.

（
7
）　

拙
著
『
明
治
聖
徳
論
の
研
究
―
―
明
治
神
宮
の
神
学
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
二
年
。
第
十
章
「
近
代
の
神
道
・
日
本
研
究
と
明
治

天
皇
論
―
―
加
藤
玄
智
を
中
心
に
」）。
拙
稿
「
新
渡
戸
稲
造
に
お
け
る
維
新
と
伝
統
―
―
神
道
論
・
日
本
論
を
手
が
か
り
に
」（『
明
治
聖
徳

記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
四
五
、
平
成
二
十
年
）、「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
神
道
観
に
関
す
る
一
考
察
―
―
『
日
本
の
宗
教
』
を
介
し
て
」（『
明
治
聖
徳
記

念
学
会
紀
要
』
復
刊
四
八
、
平
成
二
十
三
年
）、「
ア
メ
リ
カ
の
神
道
観
に
関
す
る
一
考
察
―
―
ロ
バ
ー
ト
・
Ｏ
・
バ
ー
ロ
ウ
『
神
道
』
の
紹

介
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
六
、
平
成
二
十
四
年
）。
拙
著
『
明
治
聖
徳
論
の
研
究
』（
三
五
八
頁
）
で
も
指

摘
し
た
よ
う
に
、
加
藤
玄
智
の
ほ
か
に
村
岡
典
嗣
が
ア
ス
ト
ン
の
『
倭
論
語
』
研
究
に
関
心
を
示
し
て
い
た
（
村
岡
典
嗣
『
神
道
史
』、
創

文
社
、昭
和
三
十
一
年
、一
〇
七
〜
一
一
一
頁
）。
ま
た
丸
山
眞
男
が
「
日
本
政
治
思
想
史
」
講
義
に
お
い
て
「
祖
先
崇
拝
の
問
題
」
を
扱
い
、

ア
ス
ト
ン
『
神
道
』
が
「
日
本
に
お
け
る
祖
先
崇
拝
は
中
国
か
ら
の
輸
入
」
と
指
摘
し
た
こ
と
を
「
卓
見
」
と
評
価
し
て
い
る
（
丸
山
眞
男

『
丸
山
眞
男
講
義
録　

第
七
冊　

日
本
政
治
思
想
史　

一
九
六
七
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
八
九
頁
）。
こ
れ
ら
思
想
史
学
者

の
神
道
論
に
つ
い
て
は
他
日
の
課
題
と
し
た
い
。
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